
第
～/、／、～

識灘灘醗灘蕊謹議識蔑難獄蕊議識諾:隷蕊蕊I

1486

R AS リーダァスクラブFAXニュース

号
リ L－ ダァスクラブ (2000年)平成12年 1月28日金曜日

大阪市中央区平野町3－1-10Tel:06-6209-7678

発行所 株式会社7pシミユレーシヨン編集発行人:税理士三輪厚二Fax:06-6209-8145

△住宅取得資金の援助

Q :息子の住宅の建設資金が不足するので、
私が援助するつもりですが、贈与税が心配で

す。どうすればよいでしょうか。

A.:住宅取得資金の贈与の特例を受けると、

贈与税が軽減されます。

【解説】

親が子供に住宅取得資金を援助する方法は

いろいろありますが、大別すると次の3つが

考えられます。

(1)住宅取得資金を贈与する方法

住宅取得資金の贈与の特例を受けるため

の要件を満たせば、1500万円までの部

分について贈与税の軽減を受けることがで

きます。この特例の適用を受けると、

300万円までの住宅取得資金の贈与には、

贈与税がかかりません。

(2)住宅取得資金を貸し付ける方法

｢ある時払いの催促なし」や「出世払い」

では贈与と認定されてしまいます。課税さ

れないために、金銭消費貸借契約書や借用

証を作成し、返済期限や利率を決め、返済

は預金口座を通すなどして、客観的証拠を

残しておきましょう。

(3)住宅資金を出資し、共有名義にする方法

住宅を共同で購入し、親子の資金の出資

割合で所有権を登記すれば、贈与税の心配

はありません。

ご質問の場合、詳しい事実関係は不明です

が、まず住宅取得資金の贈与の特例制度を利

用されるのがよいのではないでしょうか。
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